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車名・型式 ホンダ・8BL-RH17
（通称名CB650R E-Clutch）

全長(mm) 2,120
全幅(mm) 780
全高(mm) 1,075
車両重量（kg） 207
車両定員（名） 2
最小回転半径（m） 2.8
総排気量（cm3） 648
最高出力

（kW［PS］/rpm） 70［95］/12,000

最大トルク
（N・m［kgf・m］
/rpm） 63［6.4］/9,500

Honda CB650R E-Clutch
CB650R E-Clutchは，コンパクトでダイナミックなスタイリングに，官能的な走りの歓びを
もたらす直列4気筒エンジンを搭載．最適なクラッチコントロールを自動制御する「Honda 
E-Clutch」を採用．
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SDV：ソフトウェア中心の自動車開発とは

最近耳にする機会の多いSDV．直面するであろう課題とその解決
に向けた方向性を示す旬な記事をお届けします．
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